
わりにしたいと思います。ありがとうございます。

佐藤（公） これで私のワークショップは閉じたいと思うんですが、1分だけ時

間をください。私の喜びは、もともと学校の先生なので、学校はいい場所であっ

てほしいなと思っています。1年目172人の子どもたちと会ったときに、やっぱ

りイライラする自分だとか、ここは日本じゃないかと思いました。2年目はガラ

ッと変わりました。とにかく新しい関係をつくるのだ、どんな人とも新しい関係

をここでつくっていくのだと考えています。

課題は山のようにあります。

ただ、うれしいこともたくさん

あります。昨日、ある学校から

学級通信が届きました。こうい

う先生がいるんですね。後で読

んでほしいんですが、ペルーか

ら来た子どもの学級通信です。

僕のイメージですが、たぶん協

力者と担任の先生が、休み時間

に一生懸命前期を振り返り、こ

んなことがあって楽しかったと

いうことを平仮名で書いてくれています。私はこの学級通信を見たときに、この

子はクラスの真ん中にいるのだ。無意識にやっているのかもしれないんですけれ

ども、やっぱり僕はこういうことを教師として素晴らしいと意味づけをしていく

人でありたいと思います。

子どもたちが立つ場所はいろいろあると思うんですが、僕にとってはやっぱり

学校というところはひとつの軸なので、これから皆さんと連携をして、とても1

人では限界があります、1人でなんかとてもやれない、そういうところをみんな

で今日確認できたんではないかと思っています。ファシリテーターがまとめちゃ

いけないんですよね（笑）。ということで、私はバトンタッチしたいと思います。

根岸 長時間お疲れさまでした。今もありましたように、特にまとめをして終わ

るというものではありません。ただその代わりに、最初にお配りしたこの紙に皆

さんが今日参加されて気づいたことや感想などを、率直に書いていただければと

思います。書いていただいて、今日、それぞれ話し合ったことを持ち帰ってまた

つなげていただければと思っております。
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